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研究成果の概要（和文）：本研究は訓点資料と呼ばれる古典籍を対象とし、情報工学的アプローチから訓点の特
性を明らかにするものである。訓点資料に関わる研究成果をコンピュータを用いて扱えるようにすることで、従
来の人手では行うことが難しかった総当りでの検索・比較など、訓点に関する新しい研究方法が可能となった。
具体的な成果として、（１）実在する訓点資料から帰納した点図の電子化（２）点図と関連する書誌情報を連携
するためのデータベース基盤の整備（３）訓点に関する比較研究の効率化、を実現しコンピュータを利用した訓
点研究の促進に貢献できた。

研究成果の概要（英文）：This study is an attempt to clarify the characteristics of the "Kunte" from 
a method of information engineering approach, using classical books called Kunte materials.  We made
 it possible to use computers to handle the results of research on Kunte materials.  We have 
developed a new approach to the systematic study of Kunte and contributed to the study of the 
Japanese language, Japanese history, and Japanese culture.  The achievements of this project are: 
(1) digitization of Tenzu attributed to existing Kunte materials, (2) development of a database 
platform for linking Tenzu and related bibliographic information, (3) development of a platform for 
publishing and sharing Tenzu created by Kunte researchers.

研究分野： 人文情報学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本を始め東アジア諸国の歴史を研究するためには、かつての共通書記言語である漢字で書かれた漢文資料の研
究が重要である。本研究では、かつての日本人が漢文を日本語で理解するために書き入れた記号である訓点を、
コンピュータ上で扱えるようにするものである。それによって、従来は人の手でしかできなかった歴史的資料に
記載された訓点の解析に、コンピュータ技術を活用できるようになった。訓点資料を用いた研究が効率的に行え
るようになり、歴史学・文学・言語学などの分野で新しい発見に繋がる、基礎的な研究としての学術的意義があ
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
日本を始め東アジア諸国の歴史を研究するためには、かつての共通書記言語である漢字で書

かれた書物の研究が重要である。漢文資料の中でも、訓点と呼ばれる漢籍、仏典、国書などの
漢文本文に対して日本語で理解するための記号を付与された漢文訓点資料と呼ばれるものが存
在する。それらには、当時日本語とは異なる漢文を受容し理解するにあたって行われた漢文訓
読の営みの跡が残されており、歴史学・文学・言語学などの分野で史的変遷を解明するための
資料として活用されている。 
 漢文訓点資料には原文となる漢文に加えて、ヲコト点や仮名点を始めとする様々な訓点が複
雑に書き入れられている。近年の目覚ましいコンピュータ技術の発達に伴い、これら訓点資料
の解読研究にコンピュータが用いられる機会も増えてきているが、電子的な解読作業の実現に
は様々な課題が存在し、研究者を支援する環境整備は未だ十分に整えられているとは言えない。
実際に、一般的な訓点研究は未だに研究者が訓点資料に付加されたヲコト点や仮名点を目視で
解読して日本語文、いわゆる書き下し文を作成する方式が多く取られている。この方式は、訓
点資料に精通した研究者であっても容易ではなく、また時間がかかる方式である。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、古典籍の中でも訓点資料を対象とし、コンピュータを用いた訓点の分析を行い、
訓点の特性を定量的に明らかにすることが目的である。従来の文献学的手法によるヲコト点の
類別研究と、情報工学による定量的なヲコト点の統計解析の両方のアプローチによる、ヲコト
点の体系的研究の展開を図る。そのために以下の課題を解決し、コンピュータ上での訓点研究
を可能とし、研究者間でコンピュータを用いた情報共有を容易にすることで、情報工学分野か
ら訓点研究の推進に貢献する。 
（１） 実在する訓点資料から帰納した点図の電子化 
（２） 点図と関連する書誌情報を連携するためのデータベース基盤の整備 
（３） コンピュータを使った訓点に関する比較研究の効率化 
 
 
３．研究の方法 
 研究課題の解決は以下の方法で行った。 
（１） 実在する訓点資料から帰納した点図の電子化 
 訓点資料の研究を行う研究者が、訓点資料から帰納した点図を電子化するための記述手法を
検討し、電子化プロセスを確立した。実際に訓点資料の一例として国立国語研究所蔵「尚書(古
活字版)」を用いて、資料を読み作成した情報から電子化を試みた。その時の手順や記述法を元
に訓点を専門とする共同研究者が作成した点図の電子化を試み、必要な電子化項目の検討を行
った。 
（２） 点図と関連する書誌情報を連携するためのデータベース基盤の整備 
 点図作成に使用した訓点資料の書誌情報を、データベース化した。（１）も踏まえて、訓点研
究に用いるために必要なデータベース化項目について検討を行った。データの特性を考察し、
データベーススキームの実装方法から順に適切なデータベース化手法を検討した。 
（３） 訓点研究者が作成した点図を電子化・共有するためのプラットフォームの整備 
 研究成果の公開と活用を目的とし、訓点研究者が作成した点図を電子化・共有するためのプ
ラットフォーム開発を行った。まずは、点図データベースと連携可能とした書誌情報データベ
ースを作成した。点図データベースは、点図集などに記載されたものに限らず、研究者や一般
の読者が作成した点図を入力可能とするように、入力アプリケーションを作成した。入力され
た点図は誰がどのような資料を元に作成したものか、資料の所在や訓点がいつ加点されたかな
どを書誌情報データベースに保存できるようにし、どういった点図なのかを一意に特定できる
ようにデータベースと連携する実験を行った。これらにもとづき、訓点研究者の研究成果であ
る点図の情報を広く共有可能なプラットフォームを試作した。 
 
 
４．研究成果 
 本研究の成果として主に、引用文献に示す４件③④⑤⑥の研究発表、論文報告を行っている。
これらの成果の概要を以下にまとめる。 
 ・訓点資料から帰納したヲコト点図の電子化 
 訓点資料の解読では、移点、釈文の作成を経て、書き下し文の作成に至る。この手順の間に、
訓点資料に記載されたヲコト点をまとめた点図が作成される。この点図は、作成者の訓点資料
に対する解釈を表すものである。これを電子化し、データベース化した。電子化のために、点
図を入力するツールの作成も行い、訓点に関して専門的な知識がなくとも電子化できる環境を
整えた。本研究では、主に①、②記載の点図を電子化対象とした。電子化した点図データは、
国立国語研究所の Web ページ、ヲコト点図データベース
（https://cid.ninjal.ac.jp/wokototendb）で公開している。 
 
 ・ヲコト点図データベースと連携するための、書誌情報データベースの作成 



 訓点資料から帰納した点図を電子化するにあたって、その点図を作成する元となった訓点資
料を管理し、ヲコト点図と連携して情報検索や研究利用を可能とするための、データベースを
検討、実装した。またそれの検索システムも実装し、訓点資料名、所蔵、群、点図作成者名の
情報からデータベースを検索できるようにした。本システムは、国立国語研究所の Web ページ、
ヲコト点図データベース（https://cid.ninjal.ac.jp/wokototendb）の機能の一部として実装、
公開している。 
  
・訓点に関する比較研究の効率化 
上記２点の成果をもとに、訓点研究を推進するための環境を構築した。具体的な成果として

データベースにおいて、キーワードから点図を検索できるだけでなく WebAPI を用いて外部シス
テムからの利用を可能にするシステムを試作した。さらに、データベースに入っているヲコト
点図どうしを横並びで比較するシステムも試作した。 
また、ヲコト点図は、漢文本文に加点されたヲコト点を網羅し帰納的にまとめたものである。

その名の通り、大半はヲコト点が記載されているが、中にはヲコト点に分類されない訓点も記
載されることがある。一例として、アクセントを表す声点・漢字の派生義を表わす破音、段落
を表す科段点などがある。研究利用するときにこれらの情報が整理されやすいよう、点図に記
載された訓点をカテゴリ化し、種類ごとに分類、データベース化した。 
 
これらの成果をもとに、訓点研究の知を集合化し、計算機を用いて解析を行うことで、これ

まで手作業だった訓点の比較研究を効率化することができた。さらに、訓点研究のデジタル化
を進め、訓点資料研究において行われていた、資料に記載されている訓点が既存のもののうち
いずれの種類に近いか、という判定をコンピュータによって自動化することを試みた。 
本研究では、従来研究の中田祝夫②における主要なヲコト点 26 種を 1～8群に分類したもの

と同様の分類を、コンピュータが自動的に実行可能かを検証した。実験対象は築島裕①記載の、
1 群から 8 群までに分類されている既存の訓点資料から帰納された点図 159 種とした。これら
の点図は築島によってそれぞれ 1群から 8群分類に分類されており、それを正解データとし、
コンピュータが自動的に判定した場合どの程度正解データと一致するかを検証した。その結果、
機械的にも最大 95％程度の高い精度で従来の群分類と同様の分類を行うことが可能であるこ
とを明らかにした。 
また、コンピュータ上で大量の点図を機械的に処理することで、手作業では比較検討がしづ

らかった部分についても研究が可能となった。例えばこれまでの訓点研究で注目されていた「・」
点や字画の四隅以外、例えば字画の内部に関する特徴を抽出することが可能になり、これまで
の研究において、分類分けでは別の群に分類されていた点図の中にも共通する特徴があること
が示唆された。 
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https://www.ipsj.or.jp/award/ssp_award.html
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